
あるプログラミング言語をマスター

するためには、プログラムの書き方を

一通り知っておく必要があります。C#

をマスターするためにはC#のプログラ

ムの書法を覚える必要があります。

C#の構文には、たとえば、変数やク

ラスの宣言のための構文、実行するプ

ログラムを選択する構文であるif文、

繰り返しのためのfor文などがあって、

これらはVisual Basic 6.0の構文に似て

いますが、C#とVisual Basicでは少し

異なるところがあります。また、C#独

自のキーワードもあって、そのうちの

いくつかはC#のプログラミングを始め

るためにぜひとも知っておきたいキー

ワードです。

ここでは、C#のプログラムを理解す

るために知っておきたいC#のプログラ

ムの基本的な書き方と、C#のキーワー

ドのうち、Visual Basic 6.0のプログラ

マが特に注意を払いたい主なキーワー

ドについて解説します［注1］。

最初に、変数の宣言方法から見てみ

ましょう。

Visual Basicでは変数を宣言すると

きにDimステートメントを使います、

一方、C#では、型と宣言する変数の名

前だけで変数を宣言できます。たとえ

ば、double型で名前がheightという変

数を宣言するときには次のようにします。

double height;

行の最後に「;（セミコロン）」が付い

ている点に注目してください。C#では

原則として文（ステートメント）の最

後に「;」を付けます。この変数宣言は

最後に「;」が付いているので、C#では

ひとつの文として認識されます（宣言文）。

「;」で文が終了するという決まりは

C#のプログラムの重要な性質ですか
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ら、ここで覚えておいてください。

次の例のように、同じ型の複数の変

数を一度に宣言することもできます。

double height, weight, BMI;

変数を宣言するのと同時に値を代入

することもできます（リスト1）。これ

を初期化といいます。

リスト1の最後の行の「new」は、ク

ラスのインスタンス（オブジェクト）

を作成するためのキーワードです。C#

では大文字／小文字が厳密に区別され

るので、この場合の「new」は小文字

でなければなりません［注2］。

さらに、次の例のようにfor文の中で

変数を宣言して使うこともできます。

for (int i=0; i<10; i++)
x += i;

このようなfor文のカッコの中の最初

の式（この場合は「int i=0」）を初期化

式といい、真ん中の式（「i<10」）を条件

式、最後の式（「i++」）を反復式といい

ます。for文の中で変数を宣言したいと

きには初期化式として記述します。そ

して、このようにしてfor文の中で宣言

した変数は、for文の中だけで有効です。

次の例のように複数の変数を宣言し

て使うこともできます。

for (int i=0, j=0; i<10; i++, j++)
x += i + j * 2;

初期化式の「int i=0, j=0;」や反復式

の「i++, j++」の中の「,」を、一般にカ

ンマ演算子といいます。C#のfor文の初

期化式や反復式は、カンマでいくつで

も繋ぐことができます。ですから、た

とえば次のようにしてもかまいません。

for (int x=0, y=0, z=100, Alpha=1;
x<100;
x++, y++, Alpha += 2)

これらの書き方を上手に使うと、Visual

Basicでは冗長になりがちなプログラム

を、C#では簡潔に記述することができ

ます。そのひとつの例をリスト2に示し

ます。図1はリスト2の実行画面です。

配列は同じ型の複数の要素からなる

データ構造です。

Visual Basicでは、配列はDimステー

トメントを使って宣言します。たとえ

ば、Visual Basic 6.0で要素が6個の配

列を宣言するときには、次のようにし

ます［注3］。

Dim v(5) As Integer

C#では、配列であることを宣言する

ために「[」と「]」を使います。しか

し、「[」と「]」を使って宣言しただけ

では、配列として使うことはできませ

ん。キーワードnewを使って配列のた

めの領域を確保する必要があります。

int[] v = new int [5];

こうして作成した配列の要素には、

添え字（インデックス）で参照するこ

とができます。

for (int i=0; i<5; i++)
v[i] = i;

また、キーワード「foreach」を使って

各要素に同じコードを適用することが

できます。次の例は配列「v[]」の中の

各要素を文字列に変換して結合します。

foreach (int i in v)
s += i.ToString();

多次元配列の宣言には「,」を使いま

す。

int[,] v2d;

宣言のときには、配列の次元の数よ

り「1少ない,」を指定するだけで、サ

イズを指定しない点に注目してくださ

い。配列のサイズは、newを使って実

際に配列のためのメモリを確保すると

きに指定します。
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注2）C#のキーワードの先頭の文字はすべて小文
字です。また、Microsoftの命名ガイドラインによ
ると、C#のインスタンス変数名は小文字で、メ
ソッド名は大文字で始めることになっています。
しかし、BMIのような頭字語をインスタンス変数
だからといって小文字で書くかどうかはプログラ
マしだいでしょう。なお、プロパティは先頭の文
字を大文字にします。

配列

注3）Visual Basic 6.0では配列の添え字（イン
デックス）はデフォルトでゼロから始まり、
Option Base 1を宣言すると添え字は1から始まり
ます。一方、Visual Basic .NETやC#では配列の
添え字は常にゼロから始まります。

図1：リスト2で描いた図形

int x = 0;
System.Drawing.Graphics g = e.Graphics;
System.Drawing.Pen p =

new System.Drawing.Pen(
System.Drawing.Color.Black);

リスト1：初期化の例




